
	

整形外科 / 犬（特に小型犬）・猫	

橈尺骨骨折整復術	

	

対象	
犬（特に小型犬）・
猫	

手術時間	
60～120 分	

入院	
2～4泊	

麻酔	
全身麻酔	

	

■ どんな手術？	

前足（前腕）の橈骨・尺骨の骨折を、外科的に整復・固定する手術です。小型犬（トイプードル・チ
ワワ・ヨークシャーテリアなど）の前腕遠位の骨折は治りが遅く、不適切な管理では癒合不全になり
やすいため、プレート固定が勧められます。	

■ この手術が必要なとき	

・橈尺骨の骨折（高所からの落下・踏まれたなど）	
・前足が大きく変形し、体重をかけられない	
・ギプスなどの保存療法に適さない骨折	

■ 手術の流れ	

① X線・CTで骨折の部位・タイプを確認します	
② 全身麻酔をかけ、整形外科の体位に固定します	
③ 骨折部を露出し、骨折端を正しい位置に整復します	
④ プレートとネジで固定します（または髄内ピン）	
⑤ X線で整復・固定を確認します	
⑥ 筋肉・皮膚を縫合して終了します	

■ 麻酔について	

全身麻酔で行います。手術前に血液検査などで全身状態を確認し、麻酔のリスクを評価したうえで実
施します。手術中はモニターで呼吸と循環を継続的に管理します。	

■ 入院・退院の目安	

術後 2～4泊が目安です。抜糸は 2～4週後を目安に行います。	

■ 術後のケア	

・4～8週間は運動を制限します（患肢への負担を控えます）	
・術後 4～8週でX線評価を行い、骨の癒合を確認します	
・完全に癒合した後、インプラントの抜去を検討します	

■ 起こりうるリスク・合併症	

・インプラント（プレート・ネジ）のゆるみ・破損	
・感染（骨髄炎）	
・癒合不全・遅延癒合（特に小型犬の遠位骨折）	
・成長板の損傷（幼犬）	



■ よくある質問	

Q. ギプスではダメですか？	
A. 小型犬の前腕遠位の骨折はギプスでは癒合不全になりやすいです。プレート固定を強くお勧めし
ます。	
Q. 手術後に正常に歩けますか？	
A. 適切な整復・固定と術後管理で、多くの症例が正常に歩けるようになります。	
Q. プレートは一生入れたままですか？	
A. 骨が完全に癒合したら抜去手術を行うことが多いです。通常は術後 4～6か月後です。	

■ なつ動物病院での対応について	

なつ動物病院 気になることがあれば、予約外でもお気軽にご来院ください	
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